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この時期、パラグアイ首都アスンシオンに

着くと、街路樹にチバトの花が至るところで鮮

やかな朱色をして人々の目を楽しませています。南米では珍しくない樹木のようです。

葉は涼しげで、花は鮮やか、南国に相応しい色合いであり、樹高は大きくなると２０m程にもな

り、素晴らしい木陰を作り、人々の憩いの場を作り出してくれます。花の色は、黄色が混ざった

朱色との混色もあります。

レダでは、植樹園の中だけでなく、公館や宿舎の周りにも成長してきたチバトの花を見ること

ができますが、全て植樹したもので、この近辺の自然の森の中では見たことがありません。チバ

トの実は、なた豆の実のような半月の刀に似た形をして、３０～４０cm程もあり、はじめは緑色で、

熟すに従って茶色となり、最後はカチカチに固くなるとともに黒ずんで来ます。さやの中には、

黒い豆が幾つも綺麗に並んで入っています。木によって異なりますが、レダでは、年に二回咲

く木もよく見かけます。（飯野記）
◎ ホウオウボク（鳳凰木、学名：Delonix regia）は、ジャケツイバラ科（新エングラー体系と

APG植物分類体系ではマメ科）の落葉高木である。パラグアイではチバトと呼ばれ、街路樹によく使

われる。

南国の女王チバトの花



十
月
二
十
二
日
、
大
統
領
官
邸
で
南
北
米
福
地
財
団
の
関
係
者
が
大

統
領
と
会
見
を
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
半
時
間
の
会
見
で
し
た
が
、
大
統

領
も
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
皆
に
応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
に
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
が
そ
の
場
に
参
席
し
た
一
人
一
人
を
握
手

で
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
後
、
席
に
着
か
れ
、
ま
ず
は
中
井
さ
ん
が

一
人
一
人
の
名
前
を
大
統
領
に
紹
介
し
ま
し
た
。

青
年
奉
仕
隊
の
報
告

次
に
、
柴
沼
か
ら
青
年
奉
仕
隊
の
フ
ァ
イ
ル

で
大
統
領
に
説
明
し
ま
し
た
。
「
八
月
末
か
ら
九
月
半
ば
ま
で
日
本
の

青
年
が
パ
ラ
グ
ア
イ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
、
大
統
領
に
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
統
領
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
お
会
い
で
き
ず
本
当
に
残
念
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
パ
ラ
グ
ア
イ
に
来
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
々

の
あ
た
た
か
さ
と
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
、
心

か
ら
パ
ラ
グ
ア
イ
が
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来

た
青
年
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
フ
ア
ン

に
な
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
」

次
に
、
大
統
領
に
フ
ァ
イ
ル
を

見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
青
年
奉

仕
隊
の
活
動
を
少
し
の
時
間
報
告

し
ま
し
た
。
「
私
が
日
本
各
地
で

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
紹
介
を
す
る
と

是
非
、
訪
れ
た
い
と
の
多
く
の
声

が
あ
り
ま
す
が
雨
が
降
る
と
交
通

手
段
が
不
安
定
な
の
で
、
エ
コ
ツ

ア
ー
な
ど
の
計
画
を
進
め
る
こ
と

が
困
難
で
す
。
オ
リ
ン
ポ
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
滑
走
路
を
造
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
大
統
領
に
要
請
し

た
と
こ
ろ
、
す
で
に
そ
の
方
向
で

進
ん
で
お
り
、
近
々
、
き
ち
っ
と

し
た
滑
走
路
が
出
来
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

レダ開発を紹介 続いて、今までレダでは環

境保護のため、またインディヘナの村のため、多くのプロジェクトを進めて来ましたので、レダでの活

動を佐野さんから報告をしてもらいますのでと、佐野さんにバトンを渡し、佐野さんがレダの活動につ

いて大統領にファイルを用いて報告をしました。

佐野さんが報告する時は大統領も身を乗り出してファイルを見ながら、「自分は皆さんの事はいろい

ろ聞いており、よく知っています」とも言われながら熱心に佐野さんの話に耳を傾けておりました。特

にレダでの植林活動に興味をもたれ、ニームの成長には指でニームの樹を指さしながら感動を表してい

ました。また、魚の養殖の説明も写真を見ながら熱心に聞いておられ、佐野さんが大統領に一度、レダ

を訪問してほしいとのことを言った瞬間に大統領はすぐにでもレダに行きたいと言われました。

最後に大統領は皆で写真を撮りましょうと言われ、一緒に写真を撮った後は佐野さんのワイシャツの

襟にあるボタンがかかっていなかったのでそれを自らかけて下さるほど心が打ち解け、会見は終わりま

した。

また、日本の青年たちに色紙に一言をとお願い

したところ、下記の内容を書いてくれました。

（柴沼記）

色紙の内容

日本の青年達に知って欲しいことは、パラグア

イにはたくさんの日系人が住んでいるというこ

とであり、彼らは原野を開拓して土地を征服し

たばかりでなく、パラグアイの人々の心を征服
した。

皆様の活動が成功裏になされますように祈って

います。

パラグアイ大統領 フィデリコ フランコ

フランコ大統領にレダ開発を説明



11月1日の午前中、佐野さん

とともに過去、青年奉仕隊が

行き、学校を建て、植樹活動
をしてきた3つの村を訪れまし

た。

ディアナ村では30年以上、カソリックの尼であ

りながらディアナ村の教育に尽力を尽くされた校

長が定年退職し、以前から教師をしていた方が校

長になっておりました。ディアナ村で植樹した樹

は７－８０％は育っており、特に植林活動の最後

に青年たち自らが樹を植える穴を掘った、2本の

樹は立派に育っていました。先生方もそのことを

知っており、この木はとても素晴らしく育ってい

ると報告してくれました。ディアナ村は神山威先

生がインディヘナ村を訪問した時、最初に学校建設を

決定した村で先生方も「今、神山先生はどこに居るの

か」と懐かしそうに尋ねて来ました。

学校の生徒も増えて来ており、教室が不足している
こと、また生徒が勉強する椅子、机が不足しているの

でどうにかならないかとも要請されました。

今回、日本から持っていった文具を渡して来ました。

マジョ村では村の代表と学校の校長に日本の青年が

来た時の印象を話してもらい映像で撮りました。今で

も子供たちは懐かしく思っており、何時でも訪れてほしいとの事でした。植樹で植えた樹は川沿い

の土地が高いところは昨年の大洪水でも浸水しなかったのでとてもよく育っていましたが家の近く

の村に植えた樹はほぼ全滅でした。全体では４０％ほどが残っているのではとの印象でした。

エスぺランサ村はいつも訪れている村ですので、学校と植樹で植えた樹を映像で撮り、時間もあ

まりなかったのでレダに帰ることになりまし

た。

レダでは10月終わりから11月初めにかけて

川の水が急激に低くなって、魚が浅瀬に集中

するため、鳥たちの群がる場面に何度も出会
いました。ローマプラタからレダへの道の途

中でも、レダの支流でも、またレダからエス

ぺランサ村でもトゥユユが数十羽から数百羽、

群れているのを見ることが出来ました。とて

も壮観でした。

柴沼記

１０月号で、マリア村の小学校の先生方から、

屋根の修理に対する感謝がありましたが、子供

たちの授業風景の写真が届きました。子供たち

も、教室に入って授業ができ大変に喜んでいますと
のこと。屋根が吹き飛んでしまい、長く教室での授

業ができず、不自由な状況でした。一方、青年奉仕

隊が植えた並木は雨が降っていないので成長には厳

しい環境ですが、学校の中は先生がしっかりと管理

してくれ、ブーゲンビリアはすべて花をつけ大きく

なっています。

マリア・アウシリアドーラの生徒たちが皆、今で

も日本の青年たちと過ごした日を思い出しては語っ

ているようです。報告 佐野

マジョ村で洪水を免れ元気に育つニームの木

ディアナ村に大きく育つニームの木
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パ
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び
に
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林
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を
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生
態
系
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持
と
強
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進
し
、
そ
の
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エ
コ
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ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

2013年用カレンダーの制作が進められて
います。まだ一部デザインが修正されます

が、掲載される写真を紹介します。

今回使われている写真は、全体的にメインがパン

タナールでのカウボーイと牛の群れです。更にカピ

バラ・ワニ・小鹿・豹などの動物たちが中心のカレ

ンダーとなっています。

購入申し込み受付を開始しました。第一次〆切は

12月10日です。

お値段は例年と変わりません。一枚400円、部数

が増えると割引があります。入荷次第、申し込み順

で発送します。（飯野記）

左下写真は、10番ゲート前（アンテルコ前）の岸

辺で遊んでいた2匹の兄弟カピバラです。（6月撮影）

2013年カレンダーご案内

2013年カレンダー注文
カレンダー代金

1-9枚 1枚400円 10-19枚 350円
20-49枚 300円 50-99枚 250円
100枚以上 １枚200円
お送りする場合は、上記金額に包装代300円が加
算されます。着払いとなりますのでよろしくお願
いいたします。
①申込者名
②部数 金額 円
③受け取り方法：事務局にて 郵送にて（どち
らかを○で囲む）
④郵送の場合 電話番号 住所 郵便番号□□□

-□□□□も記入してください。
⑤支払い：振込または現金（どちらかを○で囲む）

郵便口座 口座番号 00290-5-113072

南北米福地開発協会 代表 飯野貞夫

三菱東京UFJ銀行

宮崎台支店 口座番号 0135497

南北米福地開発協会 代表 飯野貞夫


